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富士未来学Ⅳ・Ⅴ

「研究計画書講座」

高校１学年・高校２学年

高校１学年と高校２学年の生徒は、異学年交流を
とおして、互いの研究を深めました。高校１年生
が、現在の研究の進捗や設定した研究課題につい
て、高校２年生に説明しました。高校２年生は高
校１年生に対して、自らの経験を踏まえてアドバ
イスや失敗談などを伝えました。異学年交流は本
校の探究活動の大きな特色となっています。１１
月にも異学年交流を予定しています。
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異学年交流
研究計画書講座やデータ分析講座Ⅲで、異学年交流を行
いました。研究計画書講座では、研究課題の設定につい
て、データ分析講座Ⅲでは、仮説検定について扱いまし
た。異学年交流が富士の課題研究を深化させます。

高校１年生１人に対して高校２年生２
人以上でグループを作り、異学年交流
を行いました。高校２年生は、自己の
経験を踏まえ、うまくいったことだけ
ではなく、苦労したことや失敗したこ
となどを伝えました。（上）
異学年交流後、高校１年生は、異学年
交流で得た情報をグループで共有し、
得た情報を基に自己調整しながら、自
己の研究課題の設定に粘り強く挑戦し
ていきます。（右）

高校１年生が２月にポスター発表



富士未来学Ⅳ

「ラボ活動」高校１学年

高校１学年のラボ活動の様子です。課題研
究のテーマや研究計画を決定していく段階
に入っています。このような面談形式で、
ラボ担当教員から研究課題について「な
ぜ？」「どうして？」「どのように？」と
いう問いを投げかけられ、生徒が答えると
いう活動を行いました。中にはうまく答え
られず、壁にぶつかる生徒もいますが、そ
の試練に向かわせるのも重要なねらいです。
このような活動で、生徒は「メタ認知」を
し、自己調整する資質・能力を身に付けて
いきます。

中学３年生と高校２年生の４人グループでの協働演習

富士未来学Ⅲ・Ⅴ

「データ分析講座Ⅲ」

中学３学年・高校２学年

仮説検定の演習として、「対応
のあるｔ検定」、「適合度の検
定」、「独立性の検定」につい
て、個人演習と異学年での協働
演習を行いました。高校２年生
は、教えることをとおしてさら
に理解を深め、中学３年生は、
教わりながら振り返りをしまし
た。中学３年生は、２年後、今
の中学１年生に教えることにな
ります。仮説検定の理解は、課
題研究を進める上でとても大切
です。富士未来学の講座に加え、
数学や情報の授業でも扱います。

「なぜ？」「どうして？」「どのように？」

サイエンスアカデミーキャンプ
11月５日（金）から11月７日（日）の３
日間、参加希望生徒を対象にサイエンスア
カデミーキャンプを開催します。サイエン
スアカデミーキャンプでは、先端科学研究
に３日間どっぷり浸かります。今年度も東
京大学の天文物理学の研究者である川越至
桜先生を講師に、川越先生の研究室で行わ
れている研究テーマでのシミュレーション
や課題解決型の探究活動を行い、最終日は
成果を発表します。例年は講師の先生方の
大学の研修室で開催していますが、今年度
は感染拡大防止への対応により、本校にて
行います。


